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～目次～ 

第１章 キャリア教育の推進にあたって p.1 

 〇１節 研究テーマの設定について 

 〇２節 推進体制の構築と運営方法について 

第２章 新市中央中学校区のキャリア教育で育てたい資質・能力 p.2-8 

〇１節 キャリア教育で育てたい資質・能力及び系統表 

〇２節 共有化へ向けた取組 

〇３節 資質・能力の作成・共有による成果 

第３章 企業・地域人材を活用した出前授業 p.9-11 

〇１節 出前授業の意義と実施までの流れ 

〇２節 成果と今後の検討事項 

第４章 資質・能力の向上を目指した各校独自の取組 p.12-16 

〇 常金丸小学校の取組   〇 網引小学校の取組   〇 新市小学校の取組 

〇 戸手小学校の取組   〇 新市中央中学校の取組  

第５章 地域企業等での職場体験活動 p.17-18 

〇１節 キャリア教育の視点を取り入れた職場体験活動の概要と改善ポイント 

〇２節 成果と今後の検討事項 

〇３節 職場体験活動の代替活動 

第６章 企業による面接体験 p.19-20 

〇１節 企業による面接体験の概要と従来の活動からの改善ポイント 

〇２節 成果と今後の検討事項 

第７章 ルーブリックによる資質・能力の評価 p.21-22 

〇１節 ルーブリック作成の流れとルーブリックの形式案 

〇２節 成果と今後の検討事項 

第８章 おわりに～本事業全体を通じての成果～ p.23 

 

福山市立新市中央中学校 福山市立常金丸小学校 福山市立網引小学校 

福山市立新市小学校  福山市立戸手小学校 

 
 

この「実践の手引き」では，各取組の「理論」・「成果」を中心に，ポイントを図式化し，まと

めています。また，各校の HPにて，次の内容が掲載されています。併せて参考にしてください。 

～「実践の手引きダイジェスト版」～ 

 本手引きの内容をベースに，手に取りやすいダイジェスト版にしています。「まずは概要を知り

たい」「手短に研究推進の基本ステップを知りたい」という場合は，こちらをご覧ください。 

～「各校の実践の詳細」～ 

 各校のキャリア教育に関わる個別の取組について，次の項目を各校 HP 上に公開しています。本

手引きでの各校の実践の詳細を知りたい場合は，こちらを確認してください。 

①キャリア教育年間指導計画   ②出前授業やキャリア教育重点単元の単元計画及び実践事例 

③資質・能力の向上を目指した「学校独自の取組」の詳細   

④学校全体で使用した，各種活動に用いた統一書式のデータ 

２０２１年（令和３年）４月より，「キャリア教育の充実を中核としたカリキュラム開

発事業」３年間の指定を受け，研究がスタートしました。「キャリア教育＝企業と関わる

事？」「キャリア教育でどんな児童生徒を育成するの？」「どうやって成長をみとるの？」

「校区で９年間を見据えた取組を進める上で，どんな連携や取組が必要となるの？」「企

業と関わる際のポイントは？」「これまでの各校の取組をどう引き継ぎ，改善していく

の？」など，校区推進委員会や各校でたくさん悩み，たくさん試行錯誤しました。 

この「実践の手引き」では，そうした３年間の取組の中で，キャリア教育の視点から，

「本校区で育てたい児童生徒像をどのように設定したか」「目指す児童生徒像へ向けてど

んな取組を行ったか」「取組を通じてどのような成果と課題がみられ，どのような改善策

が考えられるかな」など，今後，児童生徒・学校・地域を「より良く」していくために，

本校区で取り組んだことを紹介します。本校区の今後のより一層の発展だけでなく，各

校・校区も「やってみたい」と思えるものになれば幸いです。 

Ｒ５年度福山市立新市中央中学校長 門田剛年 
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第１章 キャリア教育の推進にあたって 

〇１節 研究テーマの設定について 

 キャリア教育を校区で推進していく上でのスタート地点が，「研究テーマの設定」「推進体制の構築」です。ここでは，それぞれの手順を紹介します。 

★「研究テーマの設定」へ向けた３ステップ  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇２節 推進体制の構築と運営方法について                

（１）推進体制                                                    （2）運営方法について                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

step１ 児童生徒の実態の見立て step２ 校区の実態の把握 step３ 研究テーマと研究内容の設定

 

 

 

キャリア教育の推進に当たっては，校区や地域の実態に

合わせて，つけたい資質・能力の設定や地域と行う実践を

考えていきます。年度のスタートにしっかり整理するこ

とで，「これなら取り組める」というものが見つかります。 

「社会に開かれた教育課程」の実現のために，学校・地

域実態の把握はしっかりと！ 

アンケート調査から見た児童生徒の実態 児
童
生
徒
の
実
態
を
「
ア
ン
ケ
ー
ト
」 

「
教
職
員
の
見
立
て
」
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ 

教職員から見た児童生徒の実態 

課
題
を
抽
出
し
、
研
究
テ
ー
マ
と
研
究
内
容
を
設
定 

①自分の夢や目標の実現へ向けたプロセスを描けていない。 

②地域のコミュニティや企業がどのような地域振興を行っているのかを理解した上

で，自分の考えを持ち，地域社会に参画していこうとする意識が不十分。 

③様々な場面と相手を意識して自分の思いや考えを表現する力が弱い・経験が少ない・

自信がない。 

 

日程調整やデータの共有・活用で，Google

クラスルームの活用は非常に有効でした。

オンラインで会議をしたり，児童生徒の活

動を交流したりするなど，ICT機器をうま

く活用していくことで，活動の幅も広げる

ことができました。 

組織の運営は，ICTを効果的に

活用！ 

 

 

 

研究内容は，推進

協議会の中で進捗

状況を確認しなが

ら，やるべきこと

を精査し，「新しい

実践」と「これまで

の実践をキャリア

教育の視点からブ

ラッシュアップし

ていく」の２点か

ら設定しました。 

研究内容を設定す

る際の視点 

 

研究スタートの段階では，数年のデータの変動や他地域との比較がしやすい「全国学力・学

習状況調査児童生徒質問紙調査」や各市町村が実施する質問紙調査といった，「均一化され

ているアンケート」「変化が見やすいアンケート」を用いると，準備の手間削減やデータの

比較分析のしやすさにつながります。本校区では，「校区環境」「全国学テなどの質問紙調査」

「教職員の見立て」の３つから，この地域の児童生徒の課題は何か，９年間でどのような姿

になってほしいか，どんなことができるようになってほしいかを考えました。 

 

児童生徒の実態を「アンケート」から考える際のポイント 
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第２章 新市中央中学校区のキャリア教育で育てたい資質・能力 

〇１節 キャリア教育で育てたい資質・能力及び系統表 

キャリア教育を行っていく上で，児童生徒や学校，地域の実態に応じて，「児童生徒に９年間を通してどのような資質・能力を身につけさせていくか」を明確に持っておくことが重要です。ゴールの姿を明確

にしなければ，何を目的に，どんな取組を進めていくかを決めることができません。この節では，本校区での，「キャリア教育で育てたい資質・能力」の設定までの流れを紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１：６月作成当初の資質・能力の系統表（低学年のみ）  

 

  

 ○焦点化の軸として「目の前の児童生徒に最もつけてほしい力は何か」という視点を持つ。 

 ○キャリア教育で身に付けさせたい力をふまえつつ，これまで各校・校区で共通認識を図って

きたこと（既存の教育目標や資質・能力）をベースにしていくやり方の方が，キャリア教育に

おける「資質・能力」の設定の方針も定まりやすい。 

 

 

 

 

 ○ 「カテゴリごとの発達段階に合わせて，少しずつレベルアップした姿

をイメージしていく」ことを絞り込みのポイントとすることで，作成や文

言の整理がしやすかったです。 

 ○ 発達段階に応じてできることは異なるので，学年での協議で，他の

先生の意見も吸い上げながら行うことで，より実態に応じたものにな

ると思います。 

 

一文で表現する系統表を作成する際に留意したことは・・・ 

「教科等の評価の三観点」「基礎的・汎用能力」「各自治体・学校等で設定されている資質・能力」 

 など，資質・能力の候補となるものがたくさんある中で，選定の決め手となったのは・・・ 

図２：８月・９月の資質・能力の系統表 

 

 

 ●推進委員会や全体研修会の中で文言がなかなかまとまらない。 

 ●生徒や職員，企業と共有するという視点に立った際，内容が多岐にわたり分かり

づらい。 

 ●具体的にどんな力をつけるために，どんな取組を行うのか方向性が定まらない。 

 ●評価をする際に，文言に複数の状況（評価の視点が二重にまたがっている）ため，

成果と課題の背景がどこにあるのか，検証が行いづらい。 

 

図１の本校区の６月当初案のように，評価規準が多いと・・・ 

資質・能力の設定に至るまで 

図３：資質・能力の系統表最終版 
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〇２節 共有化へ向けた取組 

 資質・能力を設定したら，系統表の姿を目指してどのような取組を行っていくかです。そのためには，まず，目指したいゴールの姿を児童生徒・教職員・企業と共有していくことが不可欠です。「掲示する」

だけでは，イメージがわきにくく．共有になりません。そのため，新市中央中学校区では，次の３点を意識して，共有化の取組を進めました。 

この節では，本校区で行った共有化の取組の具体を紹介します。 

新市中央中学校区での資質・能力の共有化へ向けた３つのポイント 

「よく見るもの」「これまで使ってきた

もの」に資質・能力を取り入れ，より身

近で常に意識できるよう工夫する。 

系統表の言葉を「より分かりやすく」伝

える掲示や各企業等との連携シートを

工夫する。 

児童生徒の資質・能力の現状や伸びを数

値や文字で確認し，改善方策を考える。 

 

 

  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）資質・能力を位置付けた全体計画・年間計画・単元計画の作成 

 ③単元計画の作成 

教科の重点単元や総合的な学習の時間を中心に，資質・能力の向

上へ向け，具体的にどんな活動をするのか。どのような企業と連

携して，出前授業と学習内容のつながりを持たせたカリキュラム

にしていくかを考えるようにしました。 

 

②年間計画の作成 

福山市教育委員会に提出している年間カリキュラムマップをベースに，キャ

リア教育で育てたい資質・能力を，どのような場面でつけていくのかを，職

員や生徒と共有しやすいように，資質・能力の育成につながる重点単元や行

事などがわかるように，各校でまとめ，掲示などを通じて意識化しています。 

 

 

 
作成上の統一事項 

●キャリア教育でつけたい資質・能力を向上させる重点単元がわかるようにする（枠や色） 

●重点単元では，どのような資質・能力を位置付けているのかを明記する 

●出前授業を実施する場合は，可能であれば，内容と連携先を記載する 

年間計画パターン②「キャリア教育に関わる単元のみ抜き出す方法」 

①全体計画の作成 

全体計画では，「特別活動／行事」「各教科」「総合的な学習の時間」「生活科

（低学年）「特別な教科道徳」の５つの項目で，資質・能力の向上へ向けた

各校の取組をまとめました。各校が年間を通して，どんな取組を行うのかを

図式化することで，共通理解を図りながら取り組むことができます。 

 

 

「単元計画の例」：新市中央中学校 

作成上の統一事項 

●学年 ●教科・単元 ●連携企業 ●学習活動 ●資質・能力の記載 

●教科目標の記載 ●時数 ●指導の留意点●評価物  

●生徒の感想や成果 ●改善点 ●活動の様子 

 

 

年間計画・単元計画では，統一様式は作りませんでし

た。統一様式となると作成・修正に時間がかかり，計画

の作成自体に負担感を覚えます。記載する統一事項だけ

決めるという「ゆるい統一」により．これまの各校の取

組をベースに，無理なく行えます。 

各種計画作成のポイント 

年間計画パターン①「21世紀型スキル＆倫理観とキャリア教育の重点単元を一枚にまとめる方法」 
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新市中央中学校区での資質・能力の共有化へ向けた３つのポイント 

「よく見るもの」「これまで使ってきた

もの」に資質・能力を取り入れ，より身

近で常に意識できるよう工夫する。 

系統表の言葉を「より分かりやすく」伝

える掲示や各企業等との連携シートを

工夫する。 

児童生徒の資質・能力の現状や伸びを数

値や文字で確認し，改善方策を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★キャリア・ログ／キャリア・パスポートの活用例★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャリア・ログの活用（例：網引小学校）                                 新市中央中学校版：キャリア・パスポート（文部科学省の物を参考に作成） 

（２）キャリア・ログ／キャリア・パスポートの作成・活用 

 

 

 

児童生徒の資質・能力がどのように伸びているかを見取り，それを評

価するためには，アンケートだけの数値的な結果だけでは見ることが

できません。児童生徒・教職員の PDCAを回していくために，資質・能

力の重点を当てている単元や特別活動の中で，自分たちの取組の軌跡

やその時考えていたことを蓄積しておく必要があります。 

キャリア・ログ／キャリア・パスポート作成・活用の意義 

網引小学校の例 

各学期の「学活」の時間を中心にこのキャリア・ログを作成しています。6年生のキャリア・ログでは，最後の

まとめとなる時間に，これまでの小学校 6年間のキャリアファイルの中にある，自分の記録と照らし合わせなが

ら，6年間全体を通じての自分の成長を振り返ったり，中学校生活で頑張りたいことを記載したりしています。 

新市小学校の例 

児童は，「学習」「係活動・

生活・掃除」「お家や地域」

「学校行事」を資質・能力

の視点で振り返り，その

中から選択したものをキ

ャリア・ログに記載しま

した。資質・能力を教育活

動や家庭での様子と結び

付けながら，振り返るこ

とができ，資質・能力を自

ら高めようとする姿が見

られました。 

新市中央中学校校の例 

「行事」「総合的な学習の時間」「出前授業」「各学期の反省」「キャリア教育アンケート資質・能力現状分析シート」の５つに取り

組む際，キャリア・パスポートに記入をする。「どんな目標で活動に取り組むか」を考え，活動や単元が終わったら，自分の取

組に対する姿勢や，どのように取り組んで資質・能力を伸ばしていったかなど，成果・課題について振り返りを行う。 

  

 

 

キャリア・ログ／キャリア・パスポー

トに記録を蓄積させていく際，発達段

階によっては書く作業に負担感を感

じる児童生徒がいます。また，「どんな

タイミングで記載するのか」「キャリ

ア・ログ／キャリア・パスポートのど

こにどんな記載をしていくのか」がは

っきりするように，書き方の手引書を

作成したり，全体へのアナウンスを定

期的に行ったりしないと，統一性がな

く，不十分な記録となっていきます。 

 

記録をとる場面（タイミング）や活用の方法

は，教職員・児童生徒間で共通認識を！ 

  

 

 

〇資質・能力をきちんと位置付け，それに対し

て，学期や 1 年間を振り返り，自分の成長

を感じられる構成に。 

〇これまで，バラバラだった各行事の記録や

学期の振り返りを一元化することで，1 年間

の自分の頑張りが，1つの物に残るように。 

〇記載した内容は，児童生徒との個人面談や

三者懇談の場で活用できるように。 

これまでのキャリア・ログ／キャリア・

パスポートから何が変わったか？ 

4 月初めの自分の様子の記入（4 月） キャリアカウンセリング（特活）での活用（6 月） 

キャリア教育アンケート分析での活用（5 月） 三者懇談での活用（12 月） 

学年通信での記入内容の活用 
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新市中央中学校区での資質・能力の共有化へ向けた３つのポイント 

「よく見るもの」「これまで使ってきた

もの」に資質・能力を取り入れ，より身

近で常に意識できるよう工夫する。 

系統表の言葉を「より分かりやすく」伝

える掲示や各企業等との連携シートを

工夫する。 

児童生徒の資質・能力の現状や伸びを数

値や文字で確認し，改善方策を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

（３）資質・能力のキャッチフレーズの作成（各小学校） 

 

 小学校では，資質・能力の言葉の意味をより分かりやすく伝えないと，低学

年や中学年の児童への共有が難しいことが考えられます。そこで，各小学校

で，資質・能力をキャッチフレーズ化し，イラストとともにまとめることで，

視覚的にも言葉的にも分かりやすく，共有しやすくなりました。 

なぜ小学校でキャッチフレーズの作成なのか・・・ 

新市小学校の例 

【教職員より】新しいことを学習する時や，練習問題など進んで取り組む場合には「挑む力」自分の考えを絵や図，言

葉を使って表わす場合は「表す力」自分の考えを振り返ったり，道徳などで自分を見つめたりする場合には「みつめる

力」を板書に示して，授業改善に取り組んでいます。 

【教職員より】学校行事の提案にも資質・能力について

明示し，学校行事を通してどんな力を身に付けるのか

共通認識を持ちました。例えば表現運動を行う際には、

「見に来られる人に何を伝えたいのか」を考えさせる

ことで表す力を。最後までやり続けることを通して挑

む力を。など，資質・能力を意識して取り組むことで，

児童に対する声掛けや授業も変わってきました。 

 

戸手小学校の例 

全校で統一したリフレクションシ

ートを作成し，マラソン大会で伸ば

したい力を明確化させた。当日まで

の練習だけでなく，丁寧にリフレク

ションすることで自分と向き合う

機会となりました。 

【教職員より】 

〇自分の成長だけでなく，友達の頑

張りや成長にも気付く機会とな

りました。 

〇目標を立て，取り組むことを通し

て，何のためにマラソンをしてい

るのか，何の力を伸ばすのか，主

体的に考え，取り組むことができ

た児童が多く見られました。 

授業では単元の終末，学校行事
では，学活の時間や朝の会，帰り
の会を使って振り返りを行ってい
ます。 

★キャッチフレーズの活用例★ 
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新市中央中学校区での資質・能力の共有化へ向けた３つのポイント 

「よく見るもの」「これまで使ってきた

もの」に資質・能力を取り入れ，より身

近で常に意識できるよう工夫する。 

系統表の言葉を「より分かりやすく」伝

える掲示や各企業等との連携シートを

工夫する。 

児童生徒の資質・能力の現状や伸びを数

値や文字で確認し，改善方策を考える。 

 

 

 

 
第３章で詳細を述べる「出前授業」に関わって，資質・能力を念頭に置いた連携シートを作成・活用することで，出前授業の内容が 

実社会や普段の生活のどのような場面とつながっている内容なのか，本校区で設定している資質・能力がどのように，実際の職場で 

活かされているかを話してもらえるような，出前授業の連携を行うことができます。（図４）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）企業との連携シート・生徒ワークシートに資質・能力を記載 

図 4:国語科中学 1年生で，「自己表現力」を重点として取り組んだ 

単元における「中国新聞社」の出前授業の際の連携シート 

表現技法としての５Ｗ１Ｈ
の重要性を認識し，今後の
発表（表現活動）の中でも
生かそうと考えている。 

 

 

 

 

 

出前授業の内容を無理やり，キャリア

教育の資質・能力と結びつける必要は

ありません。単元の中で，キャリア教

育の資質・能力と関わりが深い学習活

動・内容を扱う際に「あの時の出前授

業の話は，ここに生きてるよ」など，

出前授業の中で学んだことや体験を結

び付ける声かけをしていく形で，結び

つけを行うという学び方もあります。

企業やプログラムによっては，学校の

要望で内容を変更できる場合もあるの

で，連携シートを使うことがより効果

的だと思います。 

 

出前授業の内容は，企業側が用意

している学習プログラムを最優

先！ 

連
携
シ
ー
ト
表
面
（
日
程
や
会
場
・
授
業
内
容
の
確
認
） 

連
携
シ
ー
ト
裏
面
（
資
質
・
能
力
と
授
業
の
関
わ
り
の
確
認
） 
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新市中央中学校区での資質・能力の共有化へ向けた３つのポイント 

「よく見るもの」「これまで使

ってきたもの」に資質・能力を

取り入れ，より身近で常に意

識できるよう工夫する。 

系統表の言葉を「より分かり

やすく」伝える掲示や各企業

等との連携シートを工夫す

る。 

児童生徒の資質・能力の現状

や伸びを数値や文字で確認

し，改善方策を考える。 

 

 

 

  

 児童生徒の資質・能力がどのくらい高まったか，あるいは，どこに課題があるのかなど，児童 

の変化を客観的に見たり，各種取組の成果と課題を検証したりする１つの材料にするために，校区 

独自のアンケート（図５）を作成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）資質・能力に基づくキャリア教育アンケート 

図 5:キャリア教育アンケート（2023年 最終版） 

  

 

 

 

最初２年間使用したアンケートは，多様

な角度から児童生徒の実態を捉えるた

めに，各種アンケートを参考に，20個以

上の質問項目を準備していました。しか

し．教職員や児童生徒の声から，「回答へ

負担感を感じる」「分かりづらい」という

意見が出てきました。そこで，系統表の

文言に沿って項目を作ることで，分かり

やすい＆アンケート分析や改善方策の

検討を行いやすくなりました。 

資質・能力の系統表の内

容を疑問形にして，アンケ

ート項目をシンプルに！ 

①８・９月…アンケート結果の分析（職員→児童） 職員は，夏季休業中の研修で，各クラス・学年で，資質・

能力に関するアンケート結果を分析。児童は，昨年度の自分たちのアンケート結果と比較し，伸びている力・伸

ばすべき力を，各クラス，特別活動の時間等で対話し，明確にする。また，そこから自分・クラスの目標を自分

たちで設定し，取り組む。検討するアンケート結果はグラフで掲示（昨年度と今回の変化を表したグラフ）。 

②各行事…自己の振り返り 行事を通して，資質・能力に係わる自己の振り返りをていねいに行う。 

③１２月…アンケート結果の比較と分析・今後の取組の検討  

８・９月と１２月のアンケートの結果を児童同士が対話したり，１人 1 人が自己内対話したりしながら比較検

討する。また，学年末までに取り組むべき内容についても対話する。 

新市中央中学校校の例：教職員研修への活用 

夏季校内研修で、１時間

程度の研修を実施しま

した。アンケート結果を

基に，より具体の姿をイ

メージしながら，児童生

徒の意識や実態に基づ

いた，教職員側の取組や

児童生徒の活動の改善

方法を考えることがで

きました。また，校区で

の研修においても，この

アンケート結果を用い

て，校区として何に取り

組み，資質・能力を向上

させていくか考えまし

た。 

★キャッチ教育アンケートの活用例★ 
戸手小学校の例：児童によるアンケート結果分析への活用 
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〇３節 資質・能力の作成・共有による成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「根拠を出しながら話すこと（対話すること）で，周りに説明する」という「自己表現力」を鍛えるパ

フォーマンス課題を設定した授業に取り組んでもらうよう，職員研修で周知しました。それを受け，

各教科でそうした自己表現力の向上を目指した単元（授業）計画を作成して，計画的に授業を進めて

いくことができました。 

例：新市中央中学校 校内研修・校区研修資料 

（１）資質・能力の設定によって，各行事や学習活動で改善の視点がより明確に 

校内研修：相互参観授業の視点 

 

 

 

目標設定したことに対し自分がどのように取り組んだかを文字として可視化することで，生徒にとっては自身の目標に対して，

どこに力を入れたのかがわかるようになりました。また，三者懇談や個人面談で活用する中で，書いている内容を評価するのは

もちろん，本人が気づいていない「頑張っている部分」「もっと伸ばしたい部分」について，一緒に確認しながら，日々の学校生

活・学習の改善事項を考えることができるようになりました。 

      ↓児童生徒インタビューより          例：新市中央中学校 キャリア・パスポートを用いた懇談 

（２）キャリア・ログ／キャリア・パスポートの活用することにより，「過去の自分」「自分の現在地」「今

後の自分」を客観視することで，「チャレンジ＆チェンジする力」の向上に重点を置ける取組になった 

 

↓教職員アンケートより           ↓キャッチフレーズに対する児童アンケート・インタビューより 

   

 

                                 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

（３）小学校では，資質・能力のキャッチフレーズ化により，児童・教職員が，３つの資質・能力への理解を深めたり，

授業改善や振り返りの視点としやすくなったりした。また，成長のきっかけにしている児童もでてきた。  

              

 

 

 

 

 

 

（４）キャリア教育アンケート結果の活用により，児童生徒の「チャレン

ジ＆チェンジする力」「自己表現力」に向上がみられたり，教職員が取

組に意義を感じ，工夫しながら，よりよい学級経営について考えたり

していた。 

 

 

短い面談の時間の中で，記載しているすべての内容を網羅するこ 

とは難しいです。そのため，予め，面談の前に，記載している内 

容を確認し，どこをピックアップして伝えるかをきめて，要点を 

絞って伝える。ことが円滑に進めるうえで重要です。 

 

キャリア・ログ／キャリア・パスポートを使った

面談の際の留意点 
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第３章 企業・地域人材を活用した出前授業 

〇１節 出前授業の意義と実施までの流れ 

 キャリア教育の推進をしていく上で，効果的な実践として「出前授業」の活用があります。この章では，出前授業を実施する意義や実施する上でのポイント，実際の実践事例を紹介します。 

 

（１）企業・地域人材を活用した出前授業の意義と本校区のキャリア教育のつながり 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）出前授業を実施するまでの５ステップ例 （あくまで例なので，実際に行う場合は，取り組みやすい stepから始めてみることをオススメします！赤の塗りつぶしは，特に実施してほしい stepです） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推進地域連絡協議会における筑波大学 藤田晃之教授の講話資料より 

 

①「自分が普段学んでいることが将来どのように役に立つ

のか」「各校・校区で設定している資質・能力が社会の中

でどのように役立っていくのか」という視点をもって，

日々の授業や行事の実践を改善していく。 

② ①のためには，実際に地域社会で活躍している企業・人

材を活用しながら「本物に触れる・本物を感じる」こと

で，「自分にはまだこんな力が足りないな」「現在身につ

けているこの力は通用するな」など，自分の現状を見つ

め直し．日々の学習への取り組み方が変わったり，自分

の将来やりたいことを深く考えたりする場としていく

ことが必要となる。 

 

新学習指導要領から見る，「出前授業」の意義 

新市中央中学校区のキャリア教育でつけたい資質・能力と出前授業の関わり 

特に，「自己理解力」と「自己表現力」の育成と深く関わる 

step１ 年間カリキュラムマップを基に，
出前授業を位置付けた単元計画を作成

step２ 単元に即した学習内容を提供し
ている企業をリサーチ

step３ 「連携シート」を活用し，実施方法や内容を調整。授業では，出前授業があること
を踏まえた構成にし、単元を通じてつけたい資質・能力が何かを企業や児童生徒に伝達

 

 

各企業の HP や，教育関連の広告などにたくさんの案内が載っていま

す。また，個人や学校のつながりを生かして，地域の企業や講師を探

す方法もあります。本校区では，Googleクラスルームを活用して，実

施例を全体で確認できるようにしました。出前授業だけでなく，学校

の行事や総合的な学習の時間での表現活動，各校独自の取組の実施時

期なども記入し，必要に応じて，お互いの取組を見たりすることもで

きるようにしました。 

出前授業をリサーチするにあたって 

 

 

 

対面やオンライン，電話で打ち合

わせをする際に，この紙を印刷し

たり，データを直接編集してもら

ったりして，記録しています。特

に，実施の流れや内容の詳細を確

認するために，打ち合わせ内容を

企業側に事前にメールなどで送っ

ておくと，より効率よく連携がで

きます。また，企業によっては，学

習単元の教科書の該当ページを共

有しておくと，その学習内容に沿

った当日資料を作成してくれると

ころもあるので，連携の中で，教科

書と連携シートを照らし合わせな

がら行うこともおすすめです。 

連携シートを活用するにあた

って 

＊連携シートの半面には，第 2章でふれた，資質。能力についての連携事項が記載されています 
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step４ 出前授業の実施（＊赤文字は，各校の一押しの出前授業。実践の詳細は参考資料で）
step５ キャリア・ログ／キャリア・パスポートやワーク
シートに出前授業での学びをまとめる

常金丸小学校の実践例 

網引小学校の実践例 

新市小学校の実践例 戸手小学校の実践例 

新市中央中学校の実践例 

 

 

常金丸小学校では，複数学年で同じ企業と連携をしていますが，その中で，「扱うテーマを

変えながら出前授業を行っていく」という取組を行っています。 

大きな企業を抱えている地域，あるいは，校区内に企業数が少ない地域では，こうした連

携の仕方が，出前授業を効果的かつ継続的に行っていくうえで，非常に大事な視点になると

思います。 

 

同じ企業でもアプローチが違えば中身が違う！ 

  

新市中央中学校では，「教科で１つ以上の実践」を目標に進めました。

最初は，企業選定も大変なので，次の流れで実践を積み上げることで，今後も持続可能な取組になるようにしました。 

 １年目…企業・地域人材探し（いくつかは実践を試す） ２年目…出前授業の実施（単元の位置づけを問わず，まずは実施） 

３年目…１・２年目に実践した出前授業を，単元に位置づけて実施 

 

 

各実践が持続可能なものになるよう，「無償で実施できるプログラム」「地域人材・企業や

ライオンズクラブの活用」を意識しながら，出前授業の連携を進めていきました。そうする

と，各校の実践の中で，「英語」「音楽」「美術」「体育」といった技能を問われる教科で，連

携先を探すことに非常に苦労しました。そうした教科では，個人的なつながりもフル活用し

ながら連携を行っていきました。校区の中で情報共有をし，つながりを広げていくのも 1つ

の手です。 

 

出前授業でよかったものは継続し，今後の財産へ！ 

持続可能な取組の秘訣は「コスト面」「連携しやすさ」 

 

例：戸手小学校 出前授業のワークシート 
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〇２節 成果と今後の検討事項 

（１）成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）今後の検討事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｒ４年度キャリア教育アンケート７月と１月の比較より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①本校区の資質・能力の育てたい力の１つである「自己理解力」の向上に 

つながる実践（きっかけ）となっている。 

【（小）教職員のコメント】実際の仕事で用いられている機器や仕事のスキルを，児童が実際に学ぶこ

とができ，その仕事の価値を体感するとともに，その仕事のスキルや精度にチャレンジする学習を行

うことができたこと。また，企業の方にお話を聞いた時，その方の小学校の頃の好きな教科と，現在

行われている仕事との関係を話してもらい，児童が今学んでいる自分の好きな教科と仕事を関係づけ

ることができた場面があったこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②教職員側の授業改善，児童生徒・教職員の興味・知識の広がり，地元・地域 

への関心の深まりにつながった。 

【（中）教職員のコメント】教科書や授業の中では知れなかったことや、出会えなかった人から色々な

刺激を受けることができ、生徒の考え方や視野を広げる手助けになったと思う。 

 

【戸手小５年】学校の中だけじゃ分からないこと自然や障害者のことに

ついて体験などで知れた事がいいと思った。 

＊数値を出すために活用し

たアンケート項目 

 

【（小）教職員のコメント】出前授業では，その道の方だからこそ味わっておられる感動や苦労，努

力や工夫等，生の声を聴くことができ，子ども達はもちろん，大人の私たちも指導の幅や視野を広

げることができ，子ども達が生き生きと学習する姿を見ることができました。 

【常金丸小６年】教えてもらったことを活かして地域を活性化させるこ

とにもつながるし、ネットで調べるよりも具体的なことがわかった 

 

 

出前授業の連携・実施をしていく中で，次のようなコメ

ントが多くみられました。コミュニティ・スクールでの連

携も活用しながら，学年初めに見通しをもって，企業を探

していく必要があります。また，同じ学習内容を扱ってい

る企業が複数あれば，出前授業の取組を振り返り，学習内

容や児童生徒の反応，時数を踏まえ，学校側の意図と出前

授業の内容がマッチした企業を選んでいくことがよりよい

実践に向けては必要になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①出前授業連携企業・地域人材の新規開拓 

と精選をしていく。 

【（小）教職員のコメント）】必ずしもすべての児童

が望む学習になるとは限らず、児童自らが自分の将

来を見つめて欲する活動ではなかったこと。 

【（小）教職員のコメント）】地域と協働していく上

で、地域の人材や企業の情報が乏しいことで苦労す

る。活動した事実だけにとどまらず、児童や地域の

願いや思いを何か形に残せたらと思う。  

 

 

連携できる企業はたくさんあり，様々な出前授業を行うこ

とは可能です。しかし，３年間の取組の中で，連携するタイ

ミングが遅かったり，時間割の調整をうまくできなかったり

したために，「本来実施すべき単元で実施ができなかった」

「単元計画の中で予定していた順番から大幅に変更した」と

いうケースが多々ありました。特に，初めて出前授業に取り

組む場合は，これが顕著です。教科担当や学年（単学級の場

合は複数学年と）で相談する場を定期的にとり，情報交換や

実践方法の検討を行うことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②年度当初の段階（年間指導計画を作成する段階） 

で，出前授業の実践の計画を確実に行い，時間割 

担当としっかり連携する。 

 

 

出前授業の内容に応じて，「各クラス」「全体（数クラ

スずつ）」「オンライン」のどの実施方法がいいのかを，

企業連携の中ではしっかり確認すべきです。ここを確認

しないと，時数や会場の調整が難しくなります。 

実施方法・時間帯を決定してから時間割調整を！ 

 

 

 

キャリア教育の視点を持った取組にする 

際，出前授業での貴重な学びを，日々の生 

活と照らし合わせる場面が，重要になって 

くると思います。 

キャリア・ログ／キャリアパスポートや 

各授業のワークシートなどに，日々の生活 

との結びつきを考えさせる設定を入れるこ 

とで，児童生徒も，出前授業で，どんな点 

をポイントにしながら取り組んでいけばい 

いかわかりやすくなると思います。 

 

 

 

 

 

③「出前授業での学びを記録できる」＆ 

「キャリア教育の資質・能力と関連さ 

せた見方・考え方ができる」ワークシ 

ート等を作成していく。 

例：新市中央中学校 

出前授業のワークシートにおける 

キャリア教育の視点を取り入れた部分 

 

【新市中央中２年】社会に出るのはもう少し先だが，実際に働いている

人の話を聞いて，今のうちにつけておくべき力や，やっておくべき

ことを知ることができ，将来につなげられる部分について，日々の

生活の中で取り組むことができている。 

 

 

【新市中央中１年】出前授業をしてくれた人たちのことをしって自分た

ちにもできることを考えることができたからよかった。 
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第４章 資質・能力の向上を目指した各校独自の取組  
この章では，資質・能力の向上を目指して，各校の独自性を出した取組を紹介します。どの取組にも，最終的な学習のゴールに「自己表現力」に関わる活動が仕組まれており，「発表形式」「レポート・作品

形式」「授業の中でのペア・グループでの討議・意見交流」など，様々な手法が用いられています。ここでは，イチオシのみ紹介します。 

 

〇 常金丸小学校の取組 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ＊独自の取組の構図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地元にカイハラ工場があることは知って

いても，どんな物を作っているのか知らない

児童がほとんどだった。出前授業で，昔から

作られていた備後絣を藍で染めていたこと

からデニムの染色が始まったことを教えて

もらい，地元にある企業に関心を持つことが

できた。出前授業後に実施したカイハラ三和

工場の見学では海外で輸入した花から糸を

作り，どのようにしてデニムになるのかを実

際に見ることできた。単元のまとめとして

「カイハラ新聞」を書いて，カイハラ工場の

秘密をまとめた。 

 

実際に備後絣を触らせていただいたことで，備

後絣とは何か，その良さとは何かだけでなく，生地

が進化していく過程も実感することができた。ま

た，カイハラ（株）の歴史も知ることで，カイハラ

（株）が備後絣を作る技術をデニム作りに生かし

て会社の危機を乗り越えた企業の努力を知り，考

え工夫しチャレンジすることの大切さを学ぶこと

ができた。単元のまとめとして，３年生に伝統工芸

のよさを紹介するために，タブレットでスライド

を使って伝統工芸の宣伝を作ったり，リーフレッ

トで伝統工芸のよさをまとめたりした。さらに社

会科でも「広島県」カルタを作り，多様な表現方法

で取組むことができた。 

 
米作りを通して常金丸の川の水質がきれい

だということに気付いたことで，地域の環境

問題や，取組に目を向けることができた。ま

た，カイハラ（株）のデニム作りや，藍染で染

めた水を独自の方法できれいにして川に戻す

取組など，素晴らしい技術をもった企業が地

元にあることを知り，自分たちの町に誇りを

もつことができた。地域の企業の取組を知っ

たことで，同じ地域に住む一員として，自分

達に何ができるか，どんな役割を担うことが

できるか考えることにつながった。 

 

 

同じ会社でも「工場の仕事」「伝統工芸」「環境」というそれぞれの視点で，本物に触れることで，自分たちの身近なも

のがどのようにできているのか，どんな違いがあるのかを実感できる。また，「自己理解力」の向上へ向けて，発達段

階に応じて，自分の将来や夢のために必要なことや，学習内容と将来のつながりについて話してもらうことができる。 

３・４・５学年の３つの学年でタテの系統性をもたせる出前授業の良さ 

3年出前授業【工場の仕事】 

４年出前授業【伝統工芸】 

５年出前授業【環境】 

【全体を通じて】学習して作成した成果物（３年生が

作った「新聞」と４年生が作った「リーフレット」）

を紹介する機会を設けたことで，学習したことを伝え

たいという意欲や，表現活動に対する達成感を持つこ

とができた。また，最後までやり切る経験を積めたり，

次の学年への見通しを持つことができたりしたため，

チャレンジ＆チェンジする力の向上にもつながる取

組となった。 

（1）独自の取組一覧とイチオシの実践の概要 （2）独自の取組の様子 （3）独自の取組による効果や児童の姿
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〇 網引小学校の取組 

 

 

 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）独自の取組一覧とイチオシの実践の概要 （2）独自の取組の様子 （3）独自の取組による効果や児童の姿

この学習は，強制ではないため，自分がや

ろうと思った時にチャレンジしていくと

いうやり方で行ってきている。しかしな

がら，学校全体の平均の提出率は，

80.8％。多くの児童が意欲的に取り組む

ことができている。 

「わくわく学習」 

ア：地域の「文化」を学習教材として  

４年生「みなさん，箱田良助さんを知っていますか？」 

イ：地域の「自然」を学習教材として ５年生「迷子のハト」 

ウ：地域の「産業」を学習教材として 

  ５年生 「富田久三郎について」 

「わくわく学習」で「自己表現」 

【全体を通じて】  

「自分が頑張って調べたことを発表することがで

きて良かった」「次の発表は今よりもっと良くなる

ために頑張りたい」「自分の興味を認められた達成

感」などの感想を持ち，チャレンジ＆チェンジする

力，自己理解力，自己表現力の向上のきっかけにな

りました。今後も児童会との連携の中で，継続して

行いたいと考えています。 

 

２学期終業式の児童発表の中で実施しました。児童は自分

の興味・関心を様々な手法で，堂々と発表しました。 

自分が頑張って調べてまとめたものを発表でき

てよかったと思う。自分としては少し声が小さか

ったかなとも思うけど，発表したことが自信にな

りました。今度発表する時は，実際にみんなの前

で堂々と発表したいと思います。 

やってよかったと思っています。なぜなら，発表

の後，廊下を歩いていたら，『〇〇くん，ゲーム

楽しかったよ』とたくさんの人に声をかけても

らったからです。とにかくうれしかったです。は

ずかしいなあという思いも最初はあったけど，

いい経験ができたと思っています。 

 

 

 

 

網引小学校では， 

児童が自分の作品を

自由に掲示できるスペ

ースを設けています。

みんなに頑張りを見て

もらえることがモチベ

ーションを高め，児童

のチャレンジ＆チェン

ジする力の向上にもつ

ながっています。 

取組を  

みんなに見て

もらう工夫 

提出率が高い

秘密は… 
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〇 新市小学校の取組 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＊3年生「長さ」における「チャレンジ授業」の単元計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）独自の取組一覧とイチオシの実践の概要 （2）独自の取組の様子 （3）独自の取組による効果や児童の姿

６年生算数：2021 

３年生算数：2022 

校舎の実際の高さを測ったりするなどの活動を通し

て，算数の学習が建築の仕事に生かされることが分か

り，「将来，建築の仕事をしてみたい」という感想を

持った児童もいた。 

１回目の授業での児童の声 

⇒長さを測る機械があると便利。歩幅で測れるこ

とを初めて知った。 

２回目の授業での児童の声 

⇒「測量士に事前にグランドの長さを測定しても

らっていた」 

…巻き尺で測ったけれど，ずれていた。難しかっ

た。 

 
３回目の授業での児童の声 

⇒「どうすれば上手く測れるか考えてから測定を

行った。」 

…作戦通り，巻き尺をゆるまないようにすること

ができた。 

  ・・・前より長さが合わなくなった。 

【全体を通じて】 

2021 年の実践のように，図画工作の授業との関連

を図った，教科横断的な学習の実践につながった

り，2022 年の実践のように，同企業の複数回の実

施により児童の PDCAを回しながら学習を行ったり

するなど，出前授業の取組をより深化させた取組

を実践することができるようになってきました。

児童もそうした活動により，「チャレンジ＆チェン

ジする力」や「自己理解力」の向上につながる姿が

みられるようになってきました。 

児童は「初めて知る事」「難しさを感じたこと」を

ふまえ，試行錯誤しながらよりよい測定方法を考

えるなど，チャレンジ＆チェンジする力の向上に

つながる姿を見ることができました。 
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〇 戸手小学校の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戸手小学校では R４年度より新校舎での生活が始まりました。R３年度６年生の「旧

校舎で生活する最後の年に，卒業生として地域に“何か”を形として残したい」と

いう思いや願いのもと，活動を展開しました。在校生・卒業生・地域の方の思いを

つなぎ，形として残すために「カルタ」を製作，販売するという企画を立てました。

そのためにモノ作りをする地域企業と連携し，モノ作り・販売のノウハウを学びま

した。コロナ禍のため，進行が困難なこともありましたが，次年度の６年生へとプ

ロジェクトを受け継ぎ，活動を継続しました。このように，年度を越えて，活動を

少しずつ受け継ぐ形のプロジェクト進行という探究学習の形もあります。 

学校の出来事や転換をきっかけに，数年にまたがる「探究活動」へ 

（1）独自の取組一覧とイチオシの実践の概要 （2）独自の取組の様子 （3）独自の取組による効果や児童の姿

【全体を通じて】戸手小学校では，６年生の本プログラムにおいて，「チ

ャレンジ＆チェンジする力」を重点にあげ，ルーブリックを作成しました。

授業初めに児童と共有することで，教師の「改善策をしっかり出すための

話し合いをしよう」という声掛けや，児童の「コンセプトをよりよくする

ためターゲットの設定が大切」「企業の方に質問する中でたくさんの改善

点が見えた」と振り返る姿がありました。ルーブリックを作成・共有する

ことで，教師も児童も資質・能力を意識した授業になりました。 

３つの資質・能力を総合的に育成していく探究活動に！ 
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〇 新市中央中学校の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）独自の取組一覧とイチオシの実践の概要 （2）独自の取組の様子 （3）独自の取組による効果や生徒の姿

これまでのプログラムをブラッシュアップ！ 

【Section１】探究活動のチーム作りと担当企業について調べる活動 

【Section２】街頭アンケートや企業の方による講話の中で，地域や事業所の方 

の話の中で，担当企業への理解を深めたり，「仕事とは何か」を考えたりする活動 

【Section３・４】積み上げてきたことなどを踏まえ，企画会議・発表を行いなが 

ら，最終的な企画案を考えていく 

【全体を通じて】 
各種活動における目標設定や振り返りをしっかり行うこと，発表

や活動の様子を企業の人にアドバイスをしてもらうことで「チャ

レンジ＆チェンジする力」の育成を。実際の職場の様子や働く上

で大切なことなど，「職業観」に関わる講話や見学の場を設定して

もらうことで，「自己理解力」の育成を。各活動の最後に表現活動

を取り入れ，その表現活動の場面で企業の方に積極的に足を運ん

でもらい，評価してもらうことで，「第三者へ伝えるにはどうした

らわかりやすいか」という，「自己表現力」の育成を図りました。

こうした企業との関わりを通じ，4 つのセクションの中で，３つ

の資質・能力を往還する実践となり，これまでの実践より，より

身近で，中身の濃い内容へと変化させることができました。 

 

生
徒
の
単
元
の
最
終
の
コ
メ
ン
ト 

企
業
・
教
員
の
最
終
の
コ
メ
ン
ト 

１・２年目は企業の方も悩みながらの取組となりましたが，発表会や企画会議の場

で一緒に活動することで，「一生懸命取り組み成長していく生徒の姿に刺激を受け

た」「企業側にとっても勉強になった」「発表時に全員が発言する機会があるのは，

今後人前で話す練習になるため良かった」というコメントをもらいました。生徒の

表現力の向上や企業とのスムーズな連携につながるよう，企業側のコメントや生

徒・教職員の感想を踏まえ，さらに改善を図っていきます。 

 

目標や改善点を設定することや，よりよい自己表現の方法を考えることの重要性

を感じたり，自分の将来につなげたいという思いをもったりする生徒が多くいま

した。また，次年度へ向けた下級生へのアドバイスとして，「計画の大切さ」「表

現の際の注意点」など，「資質・能力」に関するコメントも見られました。 
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第５章 地域企業等での職場体験活動  
この章では，資質・能力の向上を目指した体験活動「職場体験活動」の取組を紹介します。実際の企業と関わり，職業について体験し，深く考えていくことができる職場体験活動は，キャリア教育におい

て，非常に重要な取組になるものです。しかし，これまでの取組では，職場体験活動が「総合的な学習の時間」の単発の活動としてあり，職場体験活動を通して，「他者と関わる力をつけてほしい」「仕事の大

切さを実感出来たらよい」という漠然としたねらいの下で行っていました。そこで，キャリア教育の視点に立ち，新市中央中学校区でつけたい資質・能力を意識しながら事前・事後指導，企業との連携を行う

ことで，生徒に身につけさせたい力を具体的にイメージして取り組むことができるように，職場体験活動の取組の見直しと再構築を行いました。 

 

〇１節 キャリア教育の視点を取り入れた職場体験活動の概要と改善ポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職場体験活動の中で生徒たちが最も使う実

習ノートには，資質・能力を意識して活動でき

るように，活動のねらいや目標設定の場面で，

資質・能力を具体的に発揮する姿を文章やルー

ブリックで示したり，生徒たちに考えさせたり

しました。 

資質・能力に沿ったルーブリックと振り返り  

 

 職場体験活動に取り組む上で，実際に行くことになる

職場やその職場のある地域の実態をしっかり理解して

おくことで，活動内容やそこでつける事ができる力が何

なのかが明確になります。これまで１学年の総合的な学

習の時間に単発で行っていた「地域学習」のテーマの中

心に「地域の産業」をおくことで，職場体験活動とのリ

ンクを図る活動になるようにしました。 

 また，地域学習の内容はクラスや文化祭で発表する活

動を仕組むことによって，自己表現力の向上にもつなが

るようにしました。 

改善ポイント１ 事前指導としての「地域学習」 

図：従来の活動と，資質・能力を意識した職場体験活動の比較 

改善ポイント２ 

資質・能力を意識できる実習ノートの改良 
 

 職場体験活動において，職場体験活動へ向けた心構

えや職業観，必要なマナーを身につけるために，「職業

意識の向上」「マナー」をテーマに出前授業を実施しま

した。企業との連携の際に，資質・能力を共有するこ

とで，テーマについての話だけでなく，将来設計など

についての職業人講話も依頼しやすくなるなど「自己

理解力」の向上にもつながる出前授業になりました。 

改善ポイント３ 企業の力を活用した事前指導 

 

広島県社会保険労務士による「職業意識の向上」をテーマにした出前授業 

官公学生服による「マナー」をテーマにした出前授業 

 

①企業との打ち合わせ資料への工夫 

 

 

 

 

 

 

 資質・能力は，企業の方にはすぐにはピンときません。そのため，

資質・能力が発揮されている具体的な姿が，どのような姿かを例示

し，事前指導の段階で伝えました。 

②活動日誌で資質・能力を意識した振り返りとコメント 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動の中で，生徒と企業の 

人が最も見るのは「活動日誌」 

のページです。そこに，資質・ 

能力の視点で活動を振り返られ 

るようにページを工夫したこと 

で，つけたい力を意識した評価 

を行うことができました。 

 

改善ポイント４ 企業との事前連携における資質・能力の共有 

 

 

 職場体験活動の事後指導として，「小学６年生へ学んだことを伝える」

をテーマに，職場体験活動の報告会を行いました。クラスでの発表，小

学６年生への発表を通じ，１年間の自分の成長を振り返ったり，学んだ

表現スキルをフル活用したりして堂々と発表していました。また，小学

６年生への連携は，次年度の活動に対してイメージを持たせることにも

つながり，小中連携の視点からも非常に有意義な交流会となりました。 

 

 

 

改善ポイント５「自己表現力」の向上を意識した事後指導 
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〇２節 成果と今後の検討事項 

（１）成果 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）今後の検討事項 

 
 

   

 

 

 

 

〇３節 職場体験活動の代替活動 

２０２１年度（令和３年度）は，新型コロナの影響により実施ができなかったため地元ライオンズクラブを通じて，地元企業の人による「働く人から話を聞く会」を実施しました。生徒のコメントのように，

企業で働く大人の努力や考え方と，自分の日常生活と生き方を重ねながら，理解を深めることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャリア・パスポートより         教職員アンケートより 

①仕事の中での必要な資質・能力や，今後の自分たちに必要な力について考え

ることができた。 

②日々の授業や生活の中で，職場体験活動での学びを想起しながら，学習やコ

ミュニケーションを取ろうとしている姿がみられるようになった。 

 

 企業の事後アンケートより 
③事前指導や事前連携で，資質・能力をしっかり共有す 

ることで，企業側が，『「資質・能力」の共有を意識し 

た指導』を行うことができ，企業にとっても良い取組 

になったと感じている事業所があった。 

企業の事後アンケートより 

「自己表現ができるようになる～自分の思いや考えを多様な表現方法

を用いて説明することができる」という目標があり，しっかりと生徒にも

伝えた上で，体験学習を行うというのは，とても良いことだと感じました。 

常金中が閉校して，中学生の姿を見ること関わることがなくなっ

た地域で，中学生の元気な姿を見るだけで，出入りされた方々の

顔が笑顔になった３日間でした。指示する際に，選択肢を広げる

ように話すと，３人で話し合って方向を決定していました。 

企業の事後アンケートの自由記述より 

 

 

事後アンケートの中で，６章の「企業による面接体験」につい 

てのアンケートもとりました。職場体験活動の協力企業とのつ 

ながりを生かしながら，各活動の連携企業を開拓していく手法 

は，初めて取り組む学校でも行いやすい連携方法だと思います。 

他の活動も見据えた連携の工夫も 

企業の事後アンケートで，「事前指導をより充実してほしい」という意見が多かったです。中学 1 年生での実施ということもあり，

各職業の特色や配慮事項，マナー面での理解について生徒の実態把握が十分ではなく，生徒の実態に合った事前指導が不十分だったことが要因だと考えます。マナー面の指導は，自分たちの普段の様子を振り返り，改善していくとい

う点で「チャレンジ＆チェンジする力」の向上に，相手や場に応じた適切な行動を身につけるという点で「自己表現力」の向上につながります。資質・能力の向上につながる事前指導を実施するために，マナー講座で取り扱う内容や

その後の活動を，単元のまとまりを意識して検討していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①出前授業連携企業・地域人材の新規開拓と精選をしていく 

中学 1年生だと，まだ仕事やマナー自体を理解していないと感じる。職場体験で，実際に企業に来て学習することは大切だが，学校の授業で，仕事及びマナーについて勉強することはあるでしょうか？ 

【3つの「資質・能

力」を意識して，生

徒の活動のサポー

トができた。】の肯

定的評価 

R４（48／53） 

R５（54／56） 

事前に学校で目標だけでなく達成に向けての具体的な取組を考えてい

たことで，子どもたちも何をすべきか考えて行動できていた。 

職場体験活動企業の

事後アンケートより 
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第６章 企業による面接体験  
この章では，資質・能力の向上を目指した「企業による面接体験」の取組を紹介します。進路指導において，これまでも教職員による面接指導は行ってきました。ただ，社会や各企業で求められる資質・能

力も様々です。幅広い視点から生徒たちにアドバイスをするには，教職員だけでなく，実社会で活躍する第三者の視点から，生徒の考えや行動にアプローチをかけていくことが大切になってきます。そこで，

次のような手順で，これまでの面接体験を見直し，企業や地域人材の力を活用しながらカリキュラム開発に取り組みました。 

 

〇１節 企業による面接体験の概要と従来の活動からの改善ポイント 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際に面接をしていく上で，企業との     自己表現形式の面接での資料 

連携は少ないのが実情です。そのため， 

面接をどのような流れで流し，どのよう 

な視点でアドバイスをするかをまとめた 

シートを作成しました。 

    通常形式の面接での資料 

 

 「プチ進路説明会を開く」をパフォーマンス課題として，高校の特色

や魅力を調べる中で，自分たちの進路としてどのような高校があるの

か理解を深めたり，発表を通じて，自己表現力の向上を目指したりし

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

キャリア・パスポートの生徒の記録より 

改善ポイント１ 事前学習としての「高校調べ」 

図６：従来の活動と，資質・能力を意識した進路学習との比較 

改善ポイント２ 企業面接の流れを伝えるシートを作成 

 

面接活動において，重要なファクターとなるのは表現スキルと自

己分析だと思います。それをより深めていくために，高校の先生に

よる「自分のストーリーを効果的に伝えるために」をテーマにした

出前授業や，官公学生服による「マナー講座（進路編）」を実施し

ました。自分を表現するための技法や意識すべきポイント，心構え

などを学ぶとともに，取組や活動の姿を振り返る視点にもなり，「チ

ャレンジ＆チェンジする力」や「自己表現力」の育成につながる時

間となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善ポイント３ 高校・企業による出前授業 

 

 

事後指導を充実させる点で一番のポイントとなる，評価シートに

工夫を入れました。評価項目は，広島県公立入試の自己表現の評価

項目と資質・能力の系統表と照らし合わせながら作成しました。 

また，面接の様子を振り返るために，面接の様子は chromebookで

撮影し，自分の実際の様子を基に振り返りができるようにしまし

た。 

改善ポイント４ 事後指導を充実させるための評価シートの工夫 

 

 

＊改善ポイント５は２枚目 
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〇２節 成果と今後の検討事項 

（１）成果 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）今後の検討事項 

 

 

 

 

 

 

 

 
①「自分の特徴と進学先や将来の夢を関連させた自己表現を考え，実

践することができた」と感じている生徒の記述が多く見られた。 

 
②企業の人から，資質・能力に基づいた評価に加えて，より具体的なエピソードを盛り込むことや．表現方法の工夫の 

ポイントなど，より細かいアドバイスをしてもらうことができた。 

2023年度キャリア・パスポートより 

2022年度キャリア・パスポートより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①生徒がより成長を感じられるよう，企業による面接体験が複数回 

できるような単元設定を行う。 

 

「進路探究」は，企業による面接体験がゴールではありません。自己表現や進路へ向けて考えたことを，入試本番以外のところでも伝える場を用意することで，入試での面接の有無に関わらず，全員が最後まで，単元全体の活動に意欲

を持たせるとともに，自己表現力を向上させることにつながります。そこで，「進路探究」のまとめの活動として，「進路学習を始める２年生にお手本を見せる」「下級生の進路選択に役立つアドバイス動画を作成する」というパフォーマ

ンス課題を設定しました。  

             生徒への掲示資料                     自己表現カード     進路体験報告会 

改善ポイント５ 事後指導における「２年生の進路学習との連携」 

 

 

企業の事後アンケートより 

教職員アンケートより 
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第７章 ルーブリックによる資質・能力の評価 
この章では，資質・能力の向上を目指した「ルーブリック評価」の取組を紹介します。キャリア教育で育成を目指す資質・能力がどの程度身についたかを評価する際，非認知的な部分を評価するため，アン

ケートなどによる数値的な部分だけでは，児童生徒に本当に力が身についているかを見取ることは難しいと考えます。 

日々の実践の中で．どのような手立てを行った結果，どのような効果が発揮されているのかをしっかり検証・分析し，児童生徒自身が目指すべきゴールの姿をイメージしやすくするために，新市中央中学校

区で身につけさせたい資質・能力の各学年の系統表で示している姿を，各教科・活動の特色に合わせて具現化していくことが必要でした。 

本校区では，「研究授業」と「年間計画の中で『キャリア教育の重点授業』としている授業及び単元」で，ルーブリックを作成しました。 

 

〇１節 ルーブリック作成の流れとルーブリックの形式案 

 ルーブリックを作成するにはいろんなポイントがあると思いますが，本校区のルーブリックづくりの流れと，ルーブリックの形式案を２つ紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

 

 

 

 

 

 

ルーブリックは，ワークシートや板書，振り返りシートなどの中に入れ，各授業の終わりや単元の終わりに振り返る場面を設定

しています。ルーブリックに基づいて振り返りをすることで，児童生徒がどのように行動していたか，教職員の指導はどうだった

かを振り返り，資質・能力の向上へ向けて，児童生徒・教職員共に成果や改善点を見つけていくことができます。 

 

 

 

ルーブリックを作成していく際，校区研修会や推進委員会

等で最も多かった意見は，「教科の目標と資質・能力のルーブ

リックのすり合わせが難しい」というものでした。研究２年

目は，各校で，資質・能力に合わせたルーブリックづくりを

行いましたが，研究授業で取り扱う単元に，無理やりルーブ

リックを作成したため，教職員に混乱や負担感を感じさせる

ものになってしまいました。  

そのため，３年目からは年間指導計画の中で，学習内容と

３つの資質・能力の関連性が強いと考えた単元を重点単元と

し，その単元において，単元全体を通じたルーブリックを作

成していきました。 

 

 

本校区では，資質・能力の系統表の内容自体を「Ｂ評価の姿」

として設定しています。そのため，ルーブリックを作成する際も

「Ｂ評価」から作成することで，ルーブリックの内容が考えやす

くなりました。 

       例：網引小学校６年生特別活動 

 

step１ 資質・能力に基づくルーブリックの作成
は，教科・活動との「相性の良さ」をよく考える。

step２ ルーブリックは「Ｂ評価」を基準に作成し
ていく。また，そのＢ評価の具体的な姿を記載する。

step３ ルーブリックは，教職員と児童生徒が常に意識できる＆振り返りをする場面を設定する。

ルーブリック形式案 

＊ルーブリックについて 

A：「十分満足できる」 B：「概ね満足できる」 C:「努力を要する」 

 

形式案１：３段階型のルーブリック（例：新市小学校【4年生・面積】） 

形式案２：チェックボックス型でのルーブリック 

（例：上…常金丸小学校【2022 ６年：体育・バレーボール】 

 下：新市中央中学校【2023 ３年：総合的な学習の時間・進路探究】 

（↑＊研究３年目は，Ａ・Ｂ・Ｃの３段階に統一） 



- 22 - 

 

〇２節 成果と今後の検討事項 

（１）成果 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）今後の検討事項 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

                                        

 ①教員側の授業づくり・改善や，児童生徒へのフィードバックへの視点に役立つ。 

 
②児童が自分で達成状況をふり返りながら，目指す姿を意識して活動できる。 

教職員アンケートより 

 

ルーブリックをチェックボックス型で作成したことにより，実践している教員の全員が，同じ基準をもって授業に臨むことができ，ばらつきのない授業展開（共

通認識を図った）になりました。その分．資質・能力の系統表に沿ったルーブリックの質が，授業の質に影響してくるため，具体的な姿をもっとイメージ化してい

く必要があります。特に，各学習活動の内容部分（発表で言うと，発表の中身の質）もこだわっていけるようにルーブリックを設定していく。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新市中央中学校研究授業 総合的な学習の時間で「自己表現力」に重点 

を置いた単元のルーブリック（チェックボックス型） 

 

 

①ルーブリックの精度を高める。（新市中央中学校のルーブリックを取り扱った授業の研究協議より） 

  

教職員アンケートより下のようなコメントがありました。 

 校区で取り組む際，どこまでの範囲を校区として統一していく 

かは，持続可能性を追求していく上で，重要なポイントになりま

す。第２章の資質・能力を位置付けた年間計画や重点単元におけ

る単元計画のように，「資質・能力を意識して，これだけは絶対外

さないポイント」をしっかり決め，校区として取り組みやすい方

法を審議していくことが大切です。 

 

          

教職員アンケートより 

 

 

②校区や校内としてどこまでを統一していくか。 

戸手小学校でのルーブリック活用 

による児童の姿（再掲）→ 

 

教職員アンケートより 

【研究協議で出た意見】 

〇チェックボックスにすることによって，簡単に何ができて、何ができていな 

いのかを把握することができるのは良かった。その分，発表内容の質にこだ 

わる部分での評価を生徒自身が追求できていない。 

〇先生自身のルーブリックに照らし合わせた評価はあったが，先生の言葉に生 

徒たちの自己評価が左右された部分がある。 

【広島県教育委員会 丸山指導主事の助言】 

本時のルーブリックでは，「表現力」の要素が強く，「自分の思いや考えを」

といった「自己」の部分にこだわったルーブリックにはなっていない。教員側・

企業側の声かけも，「なぜそのような結果になると思う？」といった質的な部

分に言及する声かけが必要。 

 
          

 

チェックボックス型は，視点が非常に分かりやすいですが，「深さを追

う」項目設定が難しいです。活動内容によって，３段階型とどちらがい

いのかをよく検討してください。 

チェックボックス型の留意点 

子どもたちにどんな力を身につけさせるのが良いか，

具体的かつ段階的に作成できたので，指導や評価に活

かすことができる。 

生徒にとっての目標になっていた。自己表現が入試に

必要になるために，そこを意識しながら授業を作成す

ることにつながった。 

望ましい姿を具体的に設定することで，児童にフィー

ドバックする際に，より具体的に伝えることができた。 

児童が分かりやすい

言葉で作成したた

め，毎授業で提示す

ると，児童も意識す

ることができた。 

児童がルーブリック

を見返して，自信を

持つことができた。

「ぼくはこんなにが

んばったんだ。」と喜

んでいた。 

各校が異なる書き方の中で内容を考えてい

くものだったため，系統表からさらに文言を

焦点化するとなると言葉遊びになってしまう

こともあった。校区で統一した評価の書き方

や基準があると，より分かりやすく，共通認識

を図りながら作成することができる。 
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第８章 おわりに～本事業全体を通じての成果～ 
この章では，キャリア教育に関わる活動全体を通して，アンケート調査やインタビューをもとに，児童生徒や教職員がどのように変わったか。キャリア教育を進めていく上でのアドバイスを紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                               

 

質問項目 

自己理解力 チャレンジ＆チェンジする力 自己表現力 
７ 
自分には
良いとこ
ろがある
と思いま
すか？ 

９ 
将来の夢
や目標を
持ってい
ますか？ 

３０ 
地域や社
会をよく
するため
に，何を
すべきか
考えるこ
とがあり
ますか？ 

２０ 
家で自
分で計
画を立
てて勉
強してい
ます
か？ 

３９ 
課題の解
決に向け
て，自分
で考え，
自分から
取り組ん
でいまし
たか？ 

４４ 
学習した
内容に
ついて，
分かった
点やよく
わからな
かった点
を見直
し，次の
学習に
つなげる
ことがで
きていま
すか？ 

４７ 
学級活
動におけ
る学級で
の話合い
を活かし
て，今，
自分が努
力すべき
ことを決
めて取り
組んでい
ますか？ 

３８ 
自分の
考えを発
表する機
会では，
自分の
考えがう
まく伝わ
るよう，
資料や
文章，話
の組み
立てなど
を工夫し
て発表し
ています
か？ 

４０ 
各教科
などで学
んだこと
を活かし
ながら，
自分の
考えをま
とめる活
動を行っ
ていまし
たか？ 

４３ 
学級の生
徒との間
で話し合
う活動を
通じて，
自分の
考えを深
めたり広
げたりす
ることが
できてい
ますか？ 

４６ 
あなたの
学級で
は，学級
生活をよ
りよくす
るために
学級活
動で話
合い，互
いの意
見のよさ
を生かし
て解決
方法を決
めていま
すか？ 

R５年度中学１年生 

R4 小６ 82.6% 81.6% 66.7% 74.1% 71.6% 79.6% 73.9% 57.0% 75.6% 80.6% 76.1% 

R5 中１ 85.0% 76.9% 81.1% 75.5% 88.1% 88.1% 91.6% 60.3% 84.6% 86.0% 87.4% 

増減 2.5% -4.7% 14.5% 1.4% 16.5% 8.6% 17.7% 3.3% 9.0% 5.5% 11.3% 

R５年度中学２年生 

R3 小６ 79.4% 82.5% 53.3% 73.9% 74.8% 82.5% 69.5% 54.3% 64.8% 74.2% 71.7% 

R5 中２ 77.4% 60.2% 76.7% 72.9% 85.0% 85.7% 84.2% 59.0% 75.9% 80.5% 84.2% 

増減 -2.0% -22.3% 23.4% -0.9% 10.3% 3.2% 14.7% 4.7% 11.1% 6.3% 12.6% 

Qキャリア教育

の取組によっ

て教職員・地

域が変わった

ことは？ 

【今後のポイント】企業との連携，単元計画作成など，教職員の負

担の部分も考慮し．持続可能な取組ができるようにしていく。 

【成果】 

①キャリア教育アンケートの結果やキャリア・ログ／キャリア・パ

スポートを活用して，学習活動の過程をふり返り改善策を考える

取組が，もう一度やってみようという意欲へとつながり，「チャ

レンジ＆チェンジする力」に対する肯定的評価が高まったと考え

られる。 

②地域や企業と連携した出前授業など，実社会とつながる実践を積

み重ねてきたことで，「自己理解力」の目指す姿である，社会参

画しようとする意識が高まったと考えられる。 

③Ｒ５年度のキャリア教育アンケートの結果を比較すると自己表現

を最終課題に据えた各種取組・行事を精力的に仕組むことによ

り，「自己表現力」に対する肯定的評価が高まってきたと考えら

れる。 

【今後のポイント】 

①各活動と，児童生徒の将来の夢や目標とのつながりをより実感で

きる単元開発を行う。 

②「自己表現力」については，「自分の考えがうまく伝わるよう，資

料や文章，話の組立などを工夫して発表していますか」の項目が，

大きくは伸びていない。表現するまでの過程で「伝えたい」とい

う意欲を高め，自分で伝え方を工夫したいという思いが児童生徒

から湧き上がってくるような活動にしていく必要がある。 

 

【成果】各活動を通じて資質・能力の高まりを実感しており，これ

までの取組や授業の内容等を，企業・地域の力をうまく借りなが

ら改善しようとしている。 

これからキャリア教育を始める 

学校・教職員へ向けたアドバイス 

【小学校職員】楽しいけれど，大変。大変だけ
れど，楽しいです。難しく考えず，まずは今し
ている活動につながりを持たせたり，その価値
を再確認したりする中で，「他にもいいものが
あるかな？」と追加するようにすると，無理な
く進められると思います。先生自身が「やらさ
れている」という感覚でなく，楽しんで取り組
むことが第一だと思います。 

【中学校職員】自己理解のた

めのエンカウンターなどを取

り入れてみたり、出前授業で

実際に社会の中ではたらく人

の話を聞く機会を設けたりす

るのがよかった。 

【小学校職員】キャッチ

フレーズ（資質・能力）

を親しみやすいものにす

ることで，児童自身が常

に意識して取り組むこと

ができます。 

【小学校職員】出前授業の際にイ

ンタビューをする時間を設け，仕

事の喜びや大変さ，仕事をするき

っかけなどを聞く。様々な職業観

に触れることができ，子ども達の

キャリア形成につながると思う。 

【中学校職員】キャリア・パスポ

ートの作成。まずはここから始め

ていくと目指している方向が定め

やすいと思う。自分自身の認識が

甘く，2年目くらいにようやくキ

ャリア教育のレールに乗れた気が

する。生徒も同じで何をやってい

るか分かる取組があるとよい。 Ｒ５年キャリア教

育アンケートの比

較   (校区全体) 

 
全国学力学習状況調査質問紙調査及び中学校区独自アンケート結果から見る児童生徒の資質・能力の変容 

 
教職員アンケート結果・インタビューから見る教職員の変容 

全国学力・学習状況調査質問紙調査 

③地域や社会をよくするために，何をすべきか考える

ことがありますか。 

④自分の考えがうまく伝わるよう，資料や文章，話の組

立などを工夫して発表していますか。 

 

キャリア教育アンケート 

①自分のやりたいことに挑戦（チャレンジ）していま

すか。 

②振り返りをもとに改善策を考えていますか。 

①            ②                 ③           ④ 

全国学力・学習状況調査質問紙調査 キャリア教育アンケート結果 

74.8% 

85.0% 

69.5% 

84.2% 

53.3% 

76.7% 

54.3% 
59.0% 

          

  

①この「実践の手引き」のように，引き継ぐための資料をきちん

と残し，データ・紙面の両方で「誰でも分かるように」整理し

ておく。 

②小中一貫教育における部会の取組に，キャリア教育推進体制を

引き継ぎ，校区全体が分担して，資質・能力の向上へ向けた取

組ができるように研究推進体制を整理しておく。 

 

持続可能な取組にしていくために 


